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般
社
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法
人
 若
狭
湾
観
光
連
盟
（
福
井
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公
益
社
団
法
人
 び
わ
湖
高
島
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光
協
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（
滋
賀
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若
狭
路
と
湖
西
を
つ
な
ぎ

　
　
　
　
　
　京
都
へ
続
く
鯖
街
道

港
の
道

若
狭
路
・
湖
西
の
観
光
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
窓
口

敦
賀
観
光
案
内
所
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
◉
07
70
-2
1-
86
86

若
狭
美
浜
観
光
協
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
◉
07
70
-3
2-
02
22

若
狭
三
方
五
湖
観
光
協
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
◉
07
70
-4
5-
01
13

小
浜
市
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
…
…
…
…
◉
07
70
-5
2-
20
82

お
お
い
町
観
光
協
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
◉
07
70
-7
7-
17
34

若
狭
高
浜
観
光
協
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
◉
07
70
-7
2-
03
38

若
狭
湾
観
光
連
盟
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
◉
07
70
-6
4-
56
40

び
わ
湖
高
島
観
光
協
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
◉
07
40
-3
3-
71
01

若
狭
路

湖
西（
高
島
市
）

イ
ベ
ン
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

若
狭
路

湖
　
西

若
狭
O
N
E

人
と
自
然
の
お
も
て
な
し

の

暖
流
と
寒
流
が
ぶ
つ
か
り
あ
う
若
狭
湾
沖
の
越
前
が
に

は
、
冬
の
味
覚
の
王
者
と
い
わ
れ
味
も
格
別
。
オ
ス
は

越
前
が
に
、
メ
ス
は
セ
イ
コ
ガ
ニ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

越
前
が
に
 若
狭
路

冬
に
訪
れ
る
な
ら
絶
対
に
味
わ
い
た
い
！

若
狭
湾
沖
で
獲
れ
る
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

日
本
最
北
の
ト
ラ
フ
グ
養
殖
生
産
地
・
若
狭
湾
で
育
っ

た
ふ
ぐ
は
、
水
温
が
低
い
た
め
、
引
き
締
ま
っ
た
身
と

抜
群
の
旨
味
が
、
天
然
も
の
に
劣
ら
な
い
と
評
判
。

若
狭
ふ
ぐ
 若
狭
路

日
本
海
の
冷
た
い
海
が
育
ん
だ

天
然
も
の
に
負
け
な
い
旨
味
の
若
狭
ふ
ぐ

「
へ
し
こ
」
は
魚
の
ぬ
か
漬
け
の
こ
と
で
、
若
狭
で
は
鯖

が
定
番
。
薄
く
切
っ
て
ご
は
ん
の
お
供
や
酒
の
肴
に
。

食
事
処
で
は
へ
し
こ
メ
ニ
ュ
ー
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

鯖
の
へ
し
こ
 若
狭
路

広
辞
苑
に
も
収
録
さ
れ
た
若
狭
の
珍
味

多
彩
な
へ
し
こ
メ
ニ
ュ
ー
も
お
試
し
あ
れ
！

天
保
時
代
か
ら
15
0年
の
歴
史
を
誇
る
「
福
井
梅
」
は
京
の

食
通
に
も
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
美
味
し
い
と
評
判
で
、
今

で
も
大
相
撲
優
勝
力
士
に
も
贈
呈
さ
れ
て
い
る
逸
品
で
す
。

福
井
梅
 若
狭
路

日
本
海
の
潮
風
と
柔
ら
か
な
日
差
し
に

育
ま
れ
た
果
肉
の
厚
い
極
上
梅
干

日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
栽
培
さ
れ
て
い
な
い
、
高
島
市
安

曇
川
町
の
特
産
品
。
道
の
駅
藤
樹
の
里
あ
ど
が
わ
で
は
、

ア
ド
ベ
リ
ー
製
品
が
豊
富
に
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

ア
ド
ベ
リ
ー
 湖
西

幻
の
果
実
と
い
わ
れ
る
ベ
リ
ー

ス
イ
ー
ツ
や
ジ
ャ
ム
は
お
土
産
に
ぴ
っ
た
り

ふ
ぐ
や
カ
ニ
な
ど
新
鮮
な
海
の
幸
と
共
に
味
わ
い
た
い

若
狭
路
と
湖
西
の
地
酒
。
良
質
な
米
と
豊
富
な
伏
流
水

か
ら
生
ま
れ
た
地
酒
が
数
多
く
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
酒
 若
狭
路
・
湖
西

お
い
し
い
魚
が
あ
る
と
こ
ろ
に
は

旨
い
酒
あ
り
！

発
酵
調
味
料
を
は
じ
め
発
酵
食
品
づ
く
り
が
盛
ん
で
、

地
元
の
鶏
肉
店
が
味
噌
や
醤
油
の
特
製
ダ
レ
で
味
付
け

し
た
「
と
ん
ち
ゃ
ん
」
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

とん
ちゃ
ん（
味付
けか
しわ
） 湖
西

味
噌
や
特
製
ダ
レ
で
漬
け
込
ん
だ
高
島
で
は

お
な
じ
み
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド

若
狭
か
ら
鯖
街
道
を
経
て
京
へ
献
上
さ
れ
て
い
た
一
汐
の

海
の
幸
を
起
源
と
す
る
鯖
寿
司
は
、
若
狭
路
・
湖
西
を
代

表
す
る
グ
ル
メ
。
最
近
で
は
焼
き
鯖
寿
し
も
人
気
で
す
。

鯖
寿
し
 若
狭
路
・
湖
西

ハ
レ
の
日
の
ご
馳
走
と
し
て
都
に
献
上
さ
れ
た

鯖
街
道
の
人
気
グ
ル
メ

若
狭
路
・
湖
西
の

う
ま
い
も
ん
巡
り

近
江
最
古
の
歴
史
を
も
つ
神
社
で
、
湖
中
に
建
つ
朱
塗
り
の
大
鳥
居
か
ら
“近
江
の
厳
島
”
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
延
命
長
寿
や
導
き
神
と
し
て
の
信
仰
が
あ
り
、
近
年
は
絶
景
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。
　
問
TE
L 
07
40
-3
6-
15
55

湖
上
の
鳥
居
は
絶
景
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
！

琵
琶
湖
、
水
、
風
を
テ
ー
マ
に
、

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
遊
び
を
創

り
出
す
こ
と
を
目
的
に
し
た
ユ

ニ
ー
ク
な
大
型
児
童
館
。
園
内

に
は
芝
生
広
場
や
全
長
40
m

の
大
型
遊
具
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

や
キ
ャ
ン
プ
場
も
。

問
TE
L 
07
40
-3
4-
13
92

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
遊
べ
る

プ
レ
イ
ス
ポ
ッ
ト

海
と
都
を
つ
な
ぎ
、
多
様
な
文
化
を
都
に

送
り
続
け
て
き
た
若
狭
。
日
本
を
代
表
す

る
港
町
で
あ
っ
た
敦
賀
・
小
浜
に
は
、
華

や
か
な
港
遺
産
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
時

を
重
ね
た
異
空
間
を
体
感
で
き
ま
す
。
こ

れ
ら
の
文
化
遺
産
群
は
「
荒
波
を
越
え
た

男
た
ち
の
夢
が
紡
い
だ
異
空
間
―
北
前
船

寄
港
地
・
船
主
集
落
」
と
し
て
日
本
遺
産

に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

日本
遺産

の 旅
！ 

美
浜
町
●
日
向
運
河

町
の
若
者
20
人
余
り
が
水
中
で
藁
綱
を
引
き
合
っ
て
切
り
、
外
海
に
捧
げ

る
行
事
。
豊
漁
を
願
う
神
事
と
し
て
江
戸
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

問
TE
L 
07
70
-3
2-
02
22
（
若
狭
美
浜
観
光
協
会
）

1月
19
日
　
日
向
水
中
綱
引
き

小
浜
市
●
神
宮
寺
・
遠
敷
川
 鵜
の
瀬

奈
良
東
大
寺
の
お
水
取
り
に
先
が
け
て
行
わ
れ
る
伝
統
的
な
神
事
。
聖
な
る

水
を
清
め
る
松
明
行
列
に
は
、
一
般
の
方
も
参
加
可
能
。

問
TE
L 
07
70
-5
2-
20
82
（
小
浜
市
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）

3 月
2 日
　
お
水
送
り

敦
賀
市
●
金
崎
宮

「
花
換
え
ま
し
ょ
う
」
と
声
を
か
け
、
桜
の
小
枝
を
交
換
し
た
カ
ッ
プ
ル
は

幸
せ
に
な
れ
る
と
い
う
言
い
伝
え
を
今
に
届
け
る
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
祭
り
。

問
TE
L 
07
70
-2
2-
81
67
（
敦
賀
観
光
協
会
）

4 月
1 日
～

15
日
　
花
換
ま
つ
り

若
狭
町
●
若
狭
町
内

若
狭
湾
や
三
方
五
湖
の
自
然
、
歴
史
に
ふ
れ
な
が
ら
歩
く
2日
間
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
。
5
～
40
km
ま
で
複
数
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

問
TE
L 
07
70
-4
5-
91
18
（
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
実
行
委
員
会
）

5 月
16
日
～

17
日
　
若
狭
・
三
方
五
湖
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ

お
お
い
町
●
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
周
辺

燃
え
盛
る
巨
大
松
明
は
高
さ
20
m
重
さ
1t
。
若
衆
の
勇
ま
し
い
掛
け
声
と
共

に
豪
快
に
回
り
、
炎
が
夜
空
を
焦
が
す
大
迫
力
。

問
TE
L 
07
70
-7
7-
91
11
（
ス
ー
パ
ー
大
火
勢
実
行
委
員
会
）

8 月
上
旬
　
若
狭
お
お
い
の
ス
ー
パ
ー
大
火
勢

高
浜
町
●
若
宮
海
水
浴
場

海
岸
や
街
中
に
灯
さ
れ
た
約
11
,0
00
個
の
キ
ャ
ン
ド
ル
が
、
“漁
火
”
の
よ

う
に
煌
め
き
ま
す
。
浜
辺
に
広
が
る
灯
り
の
じ
ゅ
う
た
ん
は
必
見
で
す
。

問
TE
L 
07
70
-7
2-
03
38
（
若
狭
た
か
は
ま
漁
火
想
実
行
委
員
会
）

7 月
下
旬
　
若
狭
た
か
は
ま
漁
火
想

高
浜
町
●
エ
ル
ど
ら
ん
ど

毎
年
大
好
評
の
「
ふ
ぐ
鍋
」「
ふ
ぐ
唐
揚
げ
」
な
ど
を
はじ
め
、
町
内
の
グ
ル
メや
さま
ざ
ま
な

店
舗
が
勢
ぞ
ろ
い
。
町
内
の
特
産
品
の
販
売
も！
（
内
容
は
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あり
ま
す
。）

問
ふぐ
まつ
りT
EL0
770

-72
-03
38（

若狭
高浜
ふぐ
まつ
り実
行委
員会
）・産

業ま
つり
077

0-7
2-0
226
（高
浜町
産業
活性
化推
進委
員会
）

美
浜
町
●
福
井
県
立
久
々
子
湖
ボ
ー
ト
コ
ー
ス

気
軽
に
湖
や
ボ
ー
ト
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
開
催
さ
れ
る
ボ
ー
ト
大
会
。
県
立

久
々
子
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、町
内
外
か
ら
多
く
の
ク
ル
ー
が
参
加
し
ま
す
。

問
TE
L 
07
70
-3
2-
67
15
（
ボ
ー
ト
の
町
美
浜
推
進
室
）

11
月
3 日
　
若
狭
高
浜
ふ
ぐ
ま
つ
り・
高
浜
町
産
業
ま
つ
り

10
月
中
旬
　
美
浜
町
民
レ
ガ
ッ
タ

小
浜
市
●
八
幡
神
社
周
辺

山
車
、
囃
子
、
神
楽
、
大
太
鼓
、
神
輿
。
5つ
の
神
事
芸
能
を
演
舞
奉
納
す
る
、

福
井
県
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
の
若
狭
路
最
大
の
秋
祭
り
。

問
TE
L 
07
70
-5
3-
20
10
（
小
浜
公
民
館
）

9 月
中
旬
　
放
生
祭

若
狭
町
●
熊
川
宿

鯖
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
賑
わ
っ
た
熊
川
宿
で
、
山
車
の
巡
業
や
ブ
リ
キ
金

魚
レ
ー
ス
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
集
合
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
楽
し
め
ま
す
。

問
TE
L 
07
70
-6
2-
01
35
（
熊
川
い
っ
ぷ
く
時
代
村
実
行
委
員
会
）

10
月
上
旬
　
熊
川
い
っ
ぷ
く
時
代
村

敦
賀
市
●
金
ヶ
崎
緑
地

敦
賀
港
に
面
し
た
金
ヶ
崎
緑
地
が
、
約
50
万
球
の
LE
D電
球
の
光
に
包
ま
れ
る
。

北
陸
最
大
級
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

問
TE
L 
09
0-
32
90
-4
11
2（
「
敦
賀
・
鉄
道
と
港
」ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
）

11
月
3 日
～

12
月
25
日
　
敦
賀
港
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン「
ミ
ラ
イ
エ
」

お
お
い
町
●
名
田
庄
あ
き
な
い
館
周
辺

初
掘
り
を
終
え
た
じ
ね
ん
じ
ょ
即
売
会
や
じ
ね
ん
じ
ょ
と
ろ
ろ
そ
ば
、
ぼ
た

ん
鍋
な
ど
、
お
お
い
町
の
秋
の
味
覚
が
楽
し
め
ま
す
。

問
TE
L 
07
70
-6
7-
22
72
（
名
田
庄
商
会
）

イ
ベ
ン
ト
情
報
は
20
19
年
11
月
現
在
の
も
の
で
す
。
事
情
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
他
に
も
お
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
！
W
eb
サ
イ
ト
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

11
月
24
日
　
じ
ね
ん
じ
ょ
ま
つ
り

4月
18
日
 

川
上
祭
（
サ
ン
ヤ
レ
祭
） 
今
津
町
●
日
置
神
社
・
津
野
神
社

4月
29
日
 

海
津
力
士
祭
 

マ
キ
ノ
町
●
海
津
天
神
社

5月
3日
～
4日
 大
溝
祭
 

高
島
市
勝
野
●
日
吉
神
社

5月
4日
 

七
川
祭
 

新
旭
町
●
大
荒
比
古
神
社

問
TE
L 
07
40
-3
3-
71
01
（
び
わ
湖
高
島
観
光
協
会
）

4 月
～

5 月
　
春
の
例
祭

朽
木
●
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
想
い
出
の
森
・
朽
木
一
円

トレ
イル
ラン
ニン
グは
決し
てハ

ード
ルの

高い
スポ
ーツ
では

あり
ませ
ん。
上り
はペ

ース
ダウ
ン、

歩く
。眺
めの
良い
場で
はゆ
っく
りと
一息

。素
晴ら
しい
野山
を、
登山
とは
違っ
たス
タイ
ルの
トレ
イル

ラン
ニン
グで
一緒
に楽
しみ
まし
ょう
。 問
TE
L 
07
7-
52
2-
41
03
（
JT
B滋
賀
支
店
）

安
曇
川
町
●
道
の
駅
藤
樹
の
里
あ
ど
が
わ

こ
の
時
期
限
定
、
摘
み
た
て
ア
ド
ベ
リ
ー
の
試
食
・
販
売
や
、
イ
ベ
ン
ト
等

で
楽
し
め
る
収
穫
祭
。

問
TE
L 
07
40
-3
2-
15
80
（
ア
ド
ベ
リ
ー
生
産
協
議
会
「
高
島
市
商
工
会
」）

6 月
下旬

　F
AI
RY
 T
RA
ILび

わ湖
高島
トレ
イル
ラン
ニン
グi
nく
つき

6 月
中
旬
　
ア
ド
ベ
リ
ー
収
穫
祭

高
島
市
●
高
島
市
内

エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
や
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
な
ど
市
内
は
桜
一
色
で
染
ま
り
ま
す
。

海
津
大
崎
の
桜・
清
水
の
桜・
朽
木
の
桜・
酒
波
寺
の
エド
ヒ
ガ
ン
桜・
風
車
街
道
の
桜・

マ
キ
ノ高
原
の
千
本
桜
　
問
TE
L 
07
40
-3
3-
71
01
（
び
わ
湖
高
島
観
光
協
会
）

4 月
上
旬
～
中
旬
　
お
花
見
シ
ー
ズ
ン

マ
キ
ノ
町
●
マ
キ
ノ
ピ
ッ
ク
ラ
ン
ド

秋
の
収
穫
祭
と
し
て
、
会
場
で
は
農
産
物
の
直
売
や
名
物
の
栗
の
イ
ガ
投
げ

大
会
や
自
然
体
験
を
満
喫
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

問
TE
L 
07
40
-2
8-
80
02
（
マ
キ
ノ
カ
ン
ト
リ
ー
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
）

9 月
下
旬
　
マ
キ
ノ
カ
ン
ト
リ
ー
フ
ェ
ス
タ

安
曇
川
町
●
び
わ
湖
こ
ど
も
の
国

琵
琶
湖
畔
に
あ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
大
型
児
童
館
で
行
わ
れ
る
フ
ェ
ス
タ
。
芝
生

広
場
に
ク
レ
ー
ン
車
、
ダ
ン
プ
カ
ー
な
ど
働
く
車
が
大
集
合
！

問
TE
L 
07
40
-3
4-
13
92
（
び
わ
湖
こ
ど
も
の
国
）

10
月
上
旬
　
び
わ
湖
こ
ど
も
の
国
　
ど
ん
ぐ
り
フ
ェ
ス
タ

マ
キ
ノ
町
●
メ
タ
セ
コ
イ
ア
並
木
周
辺

メ
タ
セ
コ
イ
ア
並
木
を
ス
タ
ー
ト
し
、
高
島
の
自
然
を
満
喫
す
る
コ
ー
ス
は

マ
ラ
ソ
ン
愛
好
家
ら
に
人
気
が
あ
り
、
毎
年
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
す
。

問
TE
L 
07
40
-2
5-
85
60
（
び
わ
湖
高
島
栗
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
）

高
島
市
●
琵
琶
湖

１チ
ー
ム４
名
で
構
成
し
、
中
継
地
点
で
選
手
交
代
を
行
い
な
が
ら
ゴ
ー
ル
に
向
か
い
順

位
を
争
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
イ
ベ
ント
で
、
SU
Pボ
ード
は１
艇
～４
艇
い

ず
れ
で
も
可
能
で
す
。 　
 問
TE
L 
07
40
-3
3-
71
01
（
び
わ
湖
高
島
観
光
協
会
）

マ
キ
ノ
町
●
マ
キ
ノ
ピ
ッ
ク
ラ
ン
ド

紅
葉
は
遅
め
の
11
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
に
か
け
て
が
見
頃
と
な
り
、
毎
年
多
くの
観
光

客
で
賑
わ
い
ま
す
。
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
隣
接
す
る
マ
キノ
ピッ
クラ
ンド
で
特
産
品
の
販
売

や
イ
ベ
ント
が
あ
りま
す
。　
 問
TE
L 
07
40
-2
7-
18
11
（
マ
キ
ノ
ピ
ッ
ク
ラ
ン
ド
）

10
月
中
旬
　
び
わ
湖
高
島
栗
マ
ラ
ソ
ン

11
月
中
旬
　
び
わ
湖
ウ
ォ
ー
タ
ー
ト
レ
イ
ル
SU
P駅
伝
レ
ー
ス

11
月
23
日
～

12
月
1 日
　
メ
タ
セ
コ
イ
ア
並
木
紅
葉
ま
つ
り

安
曇
川
町
●
寿
光
苑

会
場
で
あ
る
エ
ル
ブ
ラ
イド
寿
光
苑
は
結
婚
式
場
。
真
っ
白
な
チ
ャ
ペ
ル
と

ガ
ー
デ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
ラ
イト
ア
ッ
プ
の
共
演
に
よ
っ

て
華
や
か
に
光
り
輝
き
幻
想
的
な
空
間
が
演
出
さ
れ
ま
す
。

問
TE
L 
07
40
-3
3-
71
01
（
び
わ
湖
高
島
観
光
協
会
）

12
月1
日～

1 月
31
日　

びわ
湖高

島ガ
ーデ

ンチ
ャペ

ルイ
ルミ

ネー
ショ

ン

高
島
市
●
各
ス
キ
ー
場

京
阪
神
か
ら
最
も
近
い
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ト
高
島
。
雪
ま
つ
り
な
ど
楽

し
い
企
画
が
盛
り
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
で
楽
し
ん
だ
後
は
、
近
く
の
温
泉
で
あ
っ
た
ま
ろ
う
！

問
TE
L 
07
40
-2
8-
03
03
（
国
境
高
原
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
）
降
雪
次
第
オ
ー
プ
ン

問
TE
L 
07
40
-2
7-
09
36
（
マ
キ
ノ高
原
ファ
ミリ
ー
ス
キ
ー
場
）
降
雪
次
第
オ
ー
プ
ン

問
TE
L 
07
40
-2
2-
24
86
（
箱
館
山
ス
キ
ー
場
）
人
工
造
雪
機
によ
り1
2月
中
旬
オ
ー
プ
ン

問
TE
L 
07
40
-3
8-
23
23
（
朽
木
ス
キ
ー
場
）
降
雪
次
第
オ
ー
プ
ン

12
月
中
旬
～
3 月
中
旬
　
び
わ
湖
高
島
ウ
ィ
ン
タ
ー
シ
ー
ズ
ン

春
か
ら
秋
ま
で
旬
の
果
物
狩
り
を
楽
し
め
る
農
業
公
園
。
さ
く
ら

ん
ぼ
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、ぶ
ど
う
、栗
、り
ん
ご
、さ
つ
ま
い
も
な
ど
。

ま
た
、
果
樹
を
使
っ
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
も
好
評
。

問
TE
L 
07
40
-2
7-
18
11

高
島
市

マ
キ
ノ
ピ
ッ
ク
ラ
ン
ド

19
20
年
に
シ
ベ
リ
ア
で
救
出
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
や
、

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
は
杉
原
千
畝
が
発
給
し
た
「
命
の
ビ
ザ
」

を
持
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
が
上
陸
し
た
“人
道
の
港
 敦
賀
”
の
歴
史
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
　
問
TE
L 
07
70
-3
7-
10
35

敦
賀
市

人
道
の
港
敦
賀
ムゼ
ウム

戦
国
時
代
に
越
前
朝
倉
氏
の
侵
攻
を
６
年
間
に
渡
っ
て
退
け
、

織
田
信
長
ら
三
大
武
将
が
入
城
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
国
吉
城

と
、
城
下
町
で
丹
後
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
佐
柿
の
歴
史

を
紹
介
。
　
問
TE
L 
07
70
-3
2-
00
50

美
浜
町

若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館

美
浜
町
を
南
北
に
流
れ
る
耳
川
上
流
の
「
渓
流
の
里
」
は
、
渓
流

釣
り
の
メ
ッ
カ
。
2
時
間
だ
け
体
験
で
き
る
「
ち
ょ
い
釣
り
」
は
、

観
光
客
に
も
人
気
で
す
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
鍋
も
楽
し
め
ま
す
。

問
TE
L 
07
70
-3
2-
55
80

美
浜
町

渓
流
釣
り
体
験

農
業
者
の
支
援
・
研
修
な
ど
を
行
う
「
か
み
な
か
農
楽
舎
」
で
は
、

野
菜
の
収
穫
、
田
植
え
や
稲
刈
り
、
そ
ば
打
ち
や
餅
つ
き
な
ど
、

一
年
を
通
し
て
農
作
業
や
加
工
体
験
が
で
き
ま
す
。

問
TE
L 
07
70
-6
2-
21
25

若
狭
町

かみ
なか
農楽

舎（
農業

体験
）

江
戸
時
代
初
期
の
儒
学
者
で
日
本
陽
明
学
の
祖
と
い
わ
れ
、
没
後

は
近
江
聖
人
と
称
え
ら
れ
た
中
江
藤
樹
に
関
す
る
資
料
や
遺
品
を

展
示
。
館
内
で
は
安
曇
川
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
の
文
献
も
閲

覧
で
き
ま
す
。
　
問
TE
L 
07
40
-3
2-
03
30

高
島
市

近江
聖人
中江

藤樹
記念

館

安
曇
川
は
扇
骨
（
扇
子
の
骨
）
の
生
産
日
本
一
の
地
。
道
の
駅
「
藤

樹
の
里
あ
ど
が
わ
」
で
は
、
近
江
の
伝
統
工
芸
品
で
も
あ
る
扇
子

を
展
示
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
り
、
絵
付
け
体
験
も
で
き
ま
す
。

問
TE
L 
07
40
-3
2-
84
60

高
島
市

近
江
扇
子

高
島
市

び
わ
湖
こ
ど
も
の
国

高
島
市

白
鬚
神
社

敦
賀
半
島
の
先
端
に
浮
か
ぶ
、
夏
だ
け
観
光
船
で
渡
る
こ
と
が
で
き
る
無
人
島
。
透
明
度
の
高
い
海
、
白

い
砂
浜
か
ら
“北
陸
の
ハ
ワ
イ
”
と
い
わ
れ
、
海
水
浴
を
楽
し
む
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
大
人
気
。

問
TE
L 
07
70
-2
1-
86
86
・
07
70
-2
2-
13
52

遠
浅
の
海
に
囲
ま
れ
た
“北
陸
の
ハ
ワ
イ
”

荒
波
に
打
ち
砕
か
れ
て
造
ら
れ

た
奇
岩
・
洞
窟
・
断
崖
・
滝
が

約
6k
m
に
わ
た
っ
て
続
く
、

日
本
海
有
数
の
景
勝
地
。
遊
覧

船
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
断
崖
美

を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

「
蘇
洞
門
め
ぐ
り
」
が
人
気
。

問
TE
L 
07
70
-5
2-
31
11

迫
力
あ
る
奇
岩
が

目
の
前
に
迫
る
！

小
浜
市

美
浜
町
笹
田
か
ら
若
狭
町
海

山
ま
で
の
全
長
約
11
km
を

結
ぶ
有
料
道
路
。
レ
イ
ン
ボ
ー

ラ
イ
ン
山
頂
公
園
の
展
望
台

か
ら
は
、
山
々
に
囲
ま
れ
た

三
方
五
湖
、
日
本
海
の
絶
景

が
一
望
で
き
ま
す
。

問
TE
L 
07
70
-4
5-
26
78

山
頂
公
園
か
ら
は
三
方

五
湖
の
絶
景
が
広
が
る

美
浜
町

若
狭
町

レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン

そ
の
地
域
独
特
の
自
然
と
人
々
の
暮
ら
し
が
作
り
上
げ
て
き
た

文
化
的
な
景
観
。「
高
島
市
海
津
・
西
浜
・
知
内
の
水
辺
景
観
」

「
高
島
市
針
江
・
霜
降
の
水
辺
景
観
」「
大
溝
の
水
辺
景
観
」
の
３

つ
が
選
ば
れ
て
い
る
。
　
問
TE
L 
07
40
-3
3-
71
01

四
季
折
々
に
見
せ
る

まる
で
映
画
の
ワ
ン
シ
ーン

高
島
市

重
要
文
化
的
景
観

敦
賀
市

水
島

後
送

若
狭
町
に
は
鳥
浜
貝
塚
な
ど
の
縄
文
遺
跡
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

出
土
品
の
展
示
を
中
心
に
、
縄
文
人
の
暮
ら
し
や
文
化
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
博
物
館
。
土
器
作
り
、
ま
が
玉
作
り
な
ど
の
縄
文
体
験
も
。

問
TE
L 
07
70
-4
5-
22
70

水
月
湖
の
湖
底
に
は
、世
界
で
唯
一
７
万
年
分
も
の
縞
模
様
の
地
層「
年
縞
」

が
堆
積
し
て
い
ま
す
。
45
m
の
実
物
を
ス
テ
ンド
グ
ラ
ス
に
し
て
展
示
。

体
験
し
な
が
ら
学
べ
る
コ
ー
ナ
ー
も
充
実
。
カ
フ
ェ
で
は
湖
を
眺
め
な
が
ら

ゆ
っ
た
り
とし
た
時
間
を
過
ご
せ
ま
す
。
　
問
TE
L 
07
70
-4
5-
04
56

若
狭
町

若
狭
町

若
狭
三
方
縄
文
博
物
館

福
井
県
年
縞
博
物
館

古
く
か
ら
伝
統
工
芸
を
受
け
継
ぐ
匠
た
ち
が
、
そ
の
技
を
実
演
す

る
と
と
も
に
、
来
館
者
が
実
際
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
製
作
体
験

で
き
ま
す
。
箸
と
ぎ
体
験
、
若
狭
め
の
う
、
若
狭
和
紙
な
ど
。

問
TE
L 
07
70
-5
3-
10
34
（
御
食
国
若
狭
お
ば
ま
食
文
化
館
2階
）

若
狭
湾
を
眺
め
な
が
ら
真
珠
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
が
体
験
で
き
る

「
間
宮
真
珠
」
の
手
作
り
工
房
。
予
算
に
応
じ
た
珠
を
選
び
、
イ
ヤ
リ

ン
グ
、指
輪
な
ど
好
き
な
パ
ー
ツ
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
TE
L 
07
70
-7
7-
04
32

小
浜
市

お
お
い
町

若
狭
工
房

真
珠
手
作
り
工
房

天
文
暦
学
の
祖
・
安
倍
晴
明
の
子
孫
が
移
り
住
ん
だ
こ
と
か
ら
、

陰
陽
道
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
お
お
い
町
（
旧
・
名
田
庄
村
）。
昔

の
天
文
器
具
な
ど
、
暦
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
が
見
ら
れ
ま
す
。

問
TE
L 
07
70
-6
7-
28
76

お
お
い
町
暦
会
館

冬
期
は
ス
キ
ー
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
箱
館
山
。
標
高
約

69
0m
、
ゴ
ン
ド
ラ
で
行
く
と
展
望
エ
リ
ア
の
び
わ
湖
の
み
え
る

丘
か
ら
琵
琶
湖
と
空
の
大
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
り
ま
す
。

問
TE
L 
07
40
-2
2-
24
86

高
島
市

びわ
こ箱

館山
びわ

湖の
みえ
る丘

後
送

西
国
三
十
三
ヵ
所
第
30
番
札
所
・
竹
生
島
宝
厳
寺
へ
の
玄
関
口
と

し
て
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
竹
生
島
行
き
の
定
期
観
光
船
が
運
航
し
、

往
復
航
路
と
対
岸
長
浜
港
ま
で
の
横
断
航
路
が
あ
り
ま
す
。

問
TE
L 
07
40
-2
2-
17
47

高
島
市

今
津
港

後
送

マ
キ
ノ
ピ
ッ
ク
ラ
ン
ド
か
ら

マ
キ
ノ
高
原
へ
続
く
道
路
沿

い
に
、延
長
2.
4k
m
に
わ
た
っ

て
約
50
0
本
の
メ
タ
セ
コ
イ

ア
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
の
景
色

が
人
々
を
魅
了
し
ま
す
。

問
TE
L 
07
40
-3
3-
71
01

高
島
市

メ
タ
セ
コ
イ
ア
並
木

若
狭
の
美
し
い
海
で
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
や
、
話
題
の
SU
P（
ス
タ
ン
ド

ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
）
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
方
で

も
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
丁
寧
に
指
導
し
て
く
れ
る
の
で
安
心
で
す
。

若狭
問T
EL
 07
70
-47
-10
08
　高
浜問

TE
L 0
77
0-7
2-0
33
8　
小浜
問T
EL
 09
0-7
74
5-0
21
4

若
狭
町

高
浜
町

小
浜
市

SU
P・
カヤ
ック
・ボ
ー
ト

生
薬
を
見
学
し
な
が
ら
健
康
茶
づ
く
り
の
体
験
を
楽
し
め
る
青
葉

山
の
麓
に
位
置
す
る
施
設
で
す
。
大
学
薬
学
部
並
み
の
生
薬
の
展

示
や
、
茶
カ
フ
ェ
で
は
ハ
ー
ブ
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
「
薬
草
茶
」
の

販
売
提
供
も
。
　
問
TE
L 
07
70
-5
0-
90
12

高
浜
町

青葉
山ハ

ーバ
ルビ

レッ
ジ

城
山
公
園
内
に
あ
る
、「
八
穴
の
奇
勝
」
と
呼
ば
れ
る
高
浜
の
8
つ

の
自
然
洞
穴
の
ひ
と
つ
。
洞
穴
を
通
し
て
見
え
る
水
平
線
に
映
る

景
色
が
、
鏡
の
よ
う
に
美
し
い
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
　
問
TE
L 
07
70
-7
2-
77
05
　

高
浜
町

明
鏡
洞

蘇
洞
門

そ
と

も

湖
西
ス
ポ
ット

エ
リ
ア

お
す
す
め

の
若
狭
路
ス
ポ
ット

エ
リ
ア

お
す
す
め

見
る

見
る見
る

歴
史

歴
史

歴
史

歴
史

航
路

歴
史

歴
史

遊
ぶ

遊
ぶ

ド
ラ
イ
ブ

遊
ぶ 体
験

体
験

体
験

体
験

体
験

体
験

体
験

自
然

自
然

自
然

若
狭
路

湖
　
西

わ
か

じ

こ
せ
い

さ

ぐ
る
っ
と

周
遊

マ
ッ
プ

ま
ん
ぞ
く

旧
街
道
と
山
の
道

若
狭
か
ら
湖
西
を
抜
け
て
京
都
へ
向
か
う

鯖
街
道
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
由
緒
あ
る

社
寺
や
宿
場
め
ぐ
り
と
あ
わ
せ
た
旧
街
道

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
も
お
勧
め
。
小
浜
と
高
島

を
結
ぶ
熊
川
宿
や
針
畑
越
え
な
ど
は
、
若

狭
湾
と
琵
琶
湖
を
結
ぶ
中
央
分
水
嶺
「
高

島
ト
レ
イ
ル
」
に
も
接
続
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
若
狭
か
ら
丹
波
に
抜
け
る
「
西
の

鯖
街
道
」
も
魅
力
的
で
す
。

食
文
化
の
道

リ
ア
ス
海
岸
に
育
ま
れ
た
若
狭
湾
は
海
の

幸
の
宝
庫
。
古
代
に
は
天
皇
家
の
食
を
支

え
た
「
御
食
国
」
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

若
狭
路
・
湖
西
路
に
は
古
代
か
ら
の
製
法

で
あ
る
「
へ
し
こ
・
な
れ
ず
し
」
な
ど
の

発
酵
食
文
化
が
息
づ
き
、
い
つ
し
か
鯖
街

道
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
街
道
沿
い

で
は
多
様
な
鯖
寿
司
を
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
す日
本
遺
産「
御
食
国
若
狭
と
鯖
街
道
」

鯖
街
道
は
海
と
都
を
つ
な
い
だ
文
化
の
道
。
若
狭
湾
岸
と
湖
西
の
街
道

沿
い
に
は
、
い
に
し
え
の
文
化
交
流
を
示
す
多
様
な
歴
史
文
化
が
伝
え

ら
れ
て
お
り
、
日
本
を
代
表
す
る
歴
史
的
魅
力
を
も
つ
地
域
と
し
て
、

文
化
庁
か
ら
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

古
代
か
ら
の
大
陸
と
都
と
の
往
来
の
歴

史
の
中
で
育
ま
れ
た
祭
礼
や
仏
教
文
化

が
今
も
生
活
の
中
に
息
づ
く
、
素
朴
な

中
に
も
歴
史
を
体
感
で
き
る
地
域
で
す
。 水
と
祈
り
の
道

豊
か
な
食
を
育
む
根
源
は
美
し
き
水
。
若

狭
湾
・
琵
琶
湖
は
水
の
ふ
る
さ
と
で
す
。

若
狭
小
浜
で
は
、
食
だ
け
で
な
く
根
源
の

水
を
奈
良
に
送
っ
て
お
り
、
今
も
「
お
水

送
り
」
と
い
う
伝
統
行
事
が
続
い
て
い
ま

す
。
水
と
暮
ら
し
が
密
着
し
た
湖
西
は
、

「
琵
琶
湖
と
そ
の
水
辺
景
観
―
祈
り
と
暮

ら
し
の
水
遺
産
」
と
し
て
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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.11

K
O

S
E

I

W
A

K
A

S
A

J
I



161

367

27
27

8

8

8
365

476

161

303

303

162

162

162

305

27

三国岳

野坂岳

久須夜ヶ岳

梅丈岳

多田ヶ岳

百里ヶ岳

八ヶ峰

蛇谷ヶ峰

三国山

赤坂山

三十三間山

武奈ヶ嶽

三重嶽

大御影山

乗鞍岳

鉢伏山

西方ヶ岳

岩籠山

蠑螺ヶ岳

頭巾山

琵 琶 湖

若 狭 湾

多景島

磯葛島
烏辺島

竹生島

たがたいしゃまえ

ま
つ
の
お
で
ら

あ
お
の
ご
う

みつまつ

わ
か
さ
わ
だ

か
と せいはま

お
ば
ま

ひがし
おばま

しんひらの

み
は
ま

ひ
が
し
み
は
ま

な
が
は
ら

マ
キ
ノ

よ
ご

み
な
み

い
ま
じ
ょ
う

つ
る
が

か
み
な
か

わち

ひがしまいづる

わ
か
さ

た
か
は
ま わかさほんごう

わかさ
ありた

おおとば

とむら

ふじい

み
か
た

きやま

い
ま
じ
ょ
う

ゆのお

しんひきだ

あわの

きのもと

たかつき

かわけおうみ
なかしょう

おうみしおつ

おうみいまづ

しんあさひ

あどがわ

おうみたかしま

とらひめ

ながはま

たむら

さかた

おうみまいこ

きたこまつ

ひこね

にしつるが

至福井IC→

至瀬田東JCT

至
一
宮
J
C
T

↓

↓

至
綾
部
J
C
T

↓

まいばら

山
陰
本
線

湖西
線

小浜線

北
陸
本
線

東
海
道
新
幹
線

東海道
新幹線

琵
琶
湖
線

（
東
海
道
本
線
）

三方五湖
レインボー
ライン

京丹波わち

舞
鶴
PA

加
斗
PA

三方五湖
PA

神田
PA

米原JCT

賤ヶ岳
SA

刀根PA

杉津PA

敦賀
 JCT

木之本

小
浜
西

若
狭
美
浜

小浜

若狭三方
三方五湖スマート

若狭上中

舞
鶴
東

舞鶴西

敦賀

敦賀南スマート

小谷城スマート

今庄

米原

彦根

長浜

大飯高浜

北
陸
自
動
車
道

名
神
高
速
道
路

北
陸
自
動
車
道

舞鶴
若狭

自動
車道

（若
狭さ
とう
みハイ

ウェイ
）

若狭西街道

若
狭
梅
街
道

若狭町

美浜町

おおい町

高浜町

敦賀市

高島市

小浜市

滋賀県

福井県

京都府

1

2

34

5

6

7 特

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30
31

32

33

永厳寺
金前寺

龍渓院
阿弥陀寺

宝泉院

慈眼寺
三方石観世音

弘誓寺

天徳寺

大蔵寺

永
源
寺

蓮性寺
松福寺

円通寺
松源寺

萬徳寺

神通寺

多田寺
妙楽寺

円照寺

高成寺

正法寺

栖雲寺

雲外寺

大智寺

檀渓寺

海元寺

潮音院

宝楽寺

大成寺

中山寺

正楽寺

馬居寺

瑞林寺

永厳寺
金前寺

龍渓院
阿弥陀寺

宝泉院

慈眼寺
三方石観世音

弘誓寺

天徳寺

大蔵寺

永
源
寺

蓮性寺
松福寺

円通寺
松源寺

萬徳寺

神通寺

多田寺
妙楽寺

円照寺

高成寺

正法寺

栖雲寺

雲外寺

大智寺

檀渓寺

海元寺

潮音院

宝楽寺

大成寺

中山寺

正楽寺

馬居寺

瑞林寺

シーサイド
高浜

うみんぴあ大飯

名田庄

若狭おばま

若狭熊川宿

くつき新本陣

藤樹の里あどがわ

しんあさひ風車村

マキノ
追坂峠

三方五湖

人魚の浜

若
狭
鯉
川

長井浜

城
山

難
波
江

袖
ヶ
浜

塩浜

丹生白浜

竹波

水晶浜

ダイヤ浜

菅浜

神子
小川

塩坂越

松原
久々子
早瀬

鞠山

気比の松原

水島

マキノサニービーチ
（快水浴場百選）

近江白浜

白ひげビーチ

今津浜

蘇洞門

若
狭
和
田
ビ
ー
チ

白
鬚
神
社

大溝の水辺景観

針江・霜降の水辺景観

三方五湖

氣比神宮

海津大崎の桜

海津・西浜・知内の水辺景観

メタセコイア並木（新・日本街路樹百景）

熊川宿

蘇洞門

若
狭
和
田
ビ
ー
チ

白
鬚
神
社

大溝の水辺景観

針江・霜降の水辺景観

三方五湖

氣比神宮

海津大崎の桜

海津・西浜・知内の水辺景観

メタセコイア並木（新・日本街路樹百景）

熊川宿

音海大断崖

御
食
国
若
狭
お
ば
ま
食
文
化
館

野鹿の滝
名田庄の星空

三丁町の街並み

鵜の瀬
（お水送り）

若狭姫神社

若狭彦
神社

神宮寺
明通寺

瓜割の滝

敦賀きらめき温泉リラポート

マキノ高原

市場の町並み

県立びわ湖こどもの国

琵琶湖周航の歌資料館

湖西の松林（白砂青松百選）箱館山

青葉山ハーバルビレッジ

城
山
公
園・明
鏡
洞

赤
礁
崎
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

苺園いちごめぐり

御神島

水月湖の年縞

若狭海遊バザール千鳥苑
若狭美浜海の駅

梅の里

国吉城址と
若狭国吉城
歴史資料館

気比の松原

晴明神社

敦賀赤レンガ倉庫

人道の港 敦賀ムゼウム

常
神
半
島

青葉山（若狭富士）
こ
ど
も
家
族
館

妙祐寺の
「しだれ桜」

佐伎治神社

きのこの森

新庄渓流の里

常宮神社

金崎宮（千本桜）

西福寺

敦賀市立博物館

彌美神社

暦会館

若狭三方
マリンパーク

美浜町エネルギー環境教育体験館
きいぱす

（日本のさくら名所100選）

音海大断崖

御
食
国
若
狭
お
ば
ま
食
文
化
館

野鹿の滝
名田庄の星空

三丁町の街並み

鵜の瀬
（お水送り）

若狭姫神社

若狭彦
神社

神宮寺
明通寺

瓜割の滝

敦賀きらめき温泉リラポート

マキノ高原

市場の町並み

県立びわ湖こどもの国

琵琶湖周航の歌資料館

湖西の松林（白砂青松百選）箱館山

青葉山ハーバルビレッジ

城
山
公
園・明
鏡
洞

赤
礁
崎
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

苺園いちごめぐり

御神島

水月湖の年縞

若狭海遊バザール千鳥苑
若狭美浜海の駅

梅の里

国吉城址と
若狭国吉城
歴史資料館

気比の松原

晴明神社

敦賀赤レンガ倉庫

人道の港 敦賀ムゼウム

常
神
半
島

青葉山（若狭富士）
こ
ど
も
家
族
館

妙祐寺の
「しだれ桜」

佐伎治神社

きのこの森

新庄渓流の里

常宮神社

金崎宮（千本桜）

西福寺

敦賀市立博物館

彌美神社

暦会館

若狭三方
マリンパーク

美浜町エネルギー環境教育体験館
きいぱす

（日本のさくら名所100選）

鯖
街
道

西の鯖街道

（
針
畑
越
）

鯖
街
道

（
若
狭
街
道
）

青
戸
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー

（
敦
賀
〜
新
潟
〜
秋
田
〜
苫
小
牧
）

蘇洞門めぐり
遊覧船

竹生島めぐり

竹
生
島
め
ぐ
り

竹生島ク
ルーズ

竹生島クルーズ

水島渡し船
（夏季運行）

日引の棚田
（日本の棚田百選）

彦根港

長浜港

今津港 観光船乗り場
琵琶湖周航の歌 歌碑

五色山公園匠の美術館

ヒロセオートキャンプ場

苅田比売神社の「ムクノキ」

源流の駅「山帰来」

小入谷の紅葉・雲海

あきない館
上根来

（全国水源の森百選）

国分寺

羽賀寺

八ヶ峰家族旅行村

レインボーライン山頂公園

郷土資料館

高浜市場「きなーれ」

若
狭
パ
ー
ル

青
戸
ベ
イ
サ
イ
ド
ヒ
ル
ズ

土御門史跡

しゃくなげ自生地

織田神社

（映画「サクラサク」の舞台）

清水の桜

福井県若狭湾エネルギー研究センター

野坂いこいの森キャンプ場
敦賀市立少年自然の家

敦賀市総合運動公園

マキノ高原ファミリースキー場
マキノ高原温泉さらさ

義経のかくれ岩

海津天神社

宇波西神社

恵比須神社

闇見神社

一言神社

河原神社

ひまわり畑県立若狭
歴史博物館

鵜の瀬公園資料館
松木神社

田中神社

大荒比古神社

高島歴史民俗資料館

久田の里森林公園

八ツ淵の滝
（日本の滝百選）

流星館

（中央分水嶺・高島トレイル終点）

生杉ブナ原生林
（日本の紅葉百選）

松木庄吉
美術記念館

若州一滴文庫

青
戸
の
大
橋

若
狭
和
田
キ
ャ
ン
プ
場

湯っぷる

エ
ル
ガ
イ
ア
お
お
い

若
狭
た
か
は
ま
エ
ル
ど
ら
ん
ど

あかぐり
海釣公園

ひ
る
が
海
上
釣
堀

若
狭
高
浜
海
釣
り
公
園

大崎寺（大崎観音）

常
高
寺

小
浜
城
跡

神子の山桜
若狭町みさき漁村体験施設「みさきち」

梅園

しだれ桜

大谷原
いもほり園

五湖の駅

美浜町健康楽膳
拠点施設「こるぱ」

森と暮らすどんぐり倶楽部（自然体験）

獣肉加工施設 BON1029
自然体験館 鹿野苑
café MIROKU

新トレイルルートと
ジビエカフェがオープン

みかた温泉きららの湯

あみーシャン大飯

佐久間記念交流会館

若狭三方縄文博物館

福井県年縞博物館

パレア若狭

かみなか農楽舎

嶺南牧場

わかさカントリー倶楽部中塚古墳
上ノ塚古墳
西塚古墳

上船塚古墳
下船塚古墳

梅の里会館国立若狭湾
青少年自然の家

大神石

鳥浜貝塚

マキノピックランド

家族旅行村
ビラデスト今津

淡海湖（処女湖）
（日本ため池百選）

平池（カキツバタ群生）

マ
キ
ノ
白
谷
温
泉
八
王
子
荘

白
谷
荘
歴
史
民
俗
博
物
館

屏風ヶ滝

海山

観光船レイククルーズのりば

常神の大そてつ

海釣り公園みかた

東浦ミカン園

立石岬灯台

敦賀原子力館

猪ヶ池野鳥園

丹
生
雪
の
白
浜
館

美浜原子力PRセンター
丹生オートキャンプ場 シーパーク丹生

銀命水

鞠山キャンプ場

旧北陸線トンネル群

原子力の科学館
あっとほうむ

玄蕃尾城跡

柴田氏庭園

敦賀国際ゴルフ場

国境高原
スノーパーク

愛発越

池河内湿原

グラウンドゴルフ場　リラ・グリーン

きらめきみなと館
敦賀鉄道資料館（旧敦賀港駅舎）

武田耕雲斎等の墓

深坂古道

永賞寺

丹生白浜キャンプ場

木の芽峠

越
前・河
野

し
お
か
ぜ
ラ
イ
ン

北
陸
ト
ン
ネ
ル

山川登美子記念館

雲城水

小浜市まちの駅・
旭座

若狭フィッシャーマンズ・
ワーフ

小浜市
インフォメーション
センター

ブ
ル
ー
パ
ー
ク
阿
納

エンゼルライン

韓国船遭難救護の碑
（未来に残したい漁業漁村の
歴史文化財百選）

空
印
寺

円
成
寺

諦応寺（銀杏観音）

福乗寺
（楊貴妃桜）

熊川宿資料館

河内川ダム

園
林
寺

龍沢寺

八百比丘尼
入定洞

朽木スキー場

うかわファームマート
鵜川四十八体石仏群

大溝城跡
萩の浜
（日本の渚百選）

高島びれっじ
（1～８号館）

良知館・藤樹書院
中江藤樹記念館・陽明園

安曇川の簗漁（歴史文化財百選）

六ツ矢崎浜オートキャンプ場

ステージクス高島

高島市新旭水鳥観察センター

朽木オートキャンプ場
グリーンパーク
想い出の森（くつき温泉「てんくう」）

興聖寺（足利庭園）

丸八百貨店

森林公園くつきの森

邇々杵神社多宝塔
朽木ゴルフ倶楽部

清水山城郭群
（国指定史跡）

今津総合運動公園
体験交流センター「ゆめの」

津野神社日置神社

箱根山スキー場
びわ湖のみえる丘

高島市観光物産プラザ
「たかしま・まるごと百貨店」

水坂峠 リバーランズ角川

椋川山の子学園（天文台）

琵琶湖八景
暁霧 海津大崎の岩礁

保坂

畑の棚田（日本の棚田百選）

宝牧場

ガリバー青少年旅行村

北

西 東

南

 Outdoor style  in Biwako Takashima 

Blue   Green     

若狭路
湖　西

わか じ

こ せい

さ

レンタサイクルのお問い合わせ

敦賀観光案内所（敦賀市） ◉21-8686
若狭美浜観光協会（美浜町） ◉32-0222
若狭三方五湖観光協会（若狭町） ◉45-0113
JR 上中駅（若狭町） ◉62-0013
熊川宿資料館「宿場館」（若狭町） ◉62-0330
若狭町社会福祉協議会（三方駅内）（若狭町） ◉45-1661
小浜市まちの駅（小浜市） ◉52-2000
小浜市サイクリングセンター（JR東小浜駅構内）（小浜市）
 ◉56-1132

御食国若狭おばま食文化館（小浜市） ◉53-1000
小浜市インフォメーションセンター（小浜市）
 ◉52-2082
おおい町観光協会（おおい町） ◉77-1734
ロッジ青葉（JR青郷駅内）（高浜町） ◉72-0306
ピースフル和田（JR若狭和田駅内）（高浜町） ◉72-0101
ぷらっとHome 高浜（JR若狭高浜駅内）（高浜町）
 ◉72-1140

JR マキノ駅構内観光案内所（マキノ） ◉28-1188
JR 近江今津駅構内観光案内所☆（今津） ◉22-4201
JR 安曇川駅構内観光案内所☆（安曇川） ◉32-2464
JR 近江高島駅構内観光案内所☆（高島） ◉36-1314
びわ湖高島観光協会（新旭） ◉33-7101

市外局番（0770） 市外局番（0740）

☆申込受付時間  9：00～13：00
（利用可能時間は 9：00～17：00）

ぐるっと

周遊
マップ
まんぞく

若狭和田ビーチは２０１６年４月、ビーチの国際環境認証
「ＢＬＵＥ FLAG」をアジアで初めて取得しました。取得
するには、４分野３０項目以上の基準が定められており、
厳しい審査を毎年クリアする必要があります。

BLUE FLAG  若狭和田ビーチ取得 !
ブ ル ー フ ラ ッ グ

若狭三十三観音霊場を訪ねてみよう
地図上に卍❶～●・●と標記したお寺は「若狭三十三ヵ
所観音霊場」の寺院（札所）。若狭は古来より京都、
奈良との流通があったため寺院が多く、多くの仏像や
宝物があることから「海の正倉院」「海のある奈良」
と称されています。人気の御朱印も集められる（一部
無住の寺もあり）、観音霊場巡りを楽しんでみましょう。

札所第33番、高浜町にある中山寺。
鎌倉時代建立の本堂は国の重要文化財

若狭路

湖西

33 特


